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服装というのは1日だけ整えても着

る人の印象は変わりません。大事なの

は、服装に配慮し続け、ビジネスの場

で信頼できる人物としてのイメージを

定着させること。そのために、ぜひ習

慣化してほしいのが、洋服や小物のお

手入れです。

シャツや下着は毎日洗濯しても、ス

ーツは何もせずにクローゼットにしま

い込んでいませんか？ 1日着たスーツ

にはたくさんの細かいほこりやゴミが

ついています。放っておくと繊維の目

が詰まって風合いが損なわれますし、

虫食いの原因にもなります。そうなら

ないように、帰宅後はすぐにブラシを

かけましょう。

ブラシはまず玄関の外でさっと花粉

やほこりを落とした後、室内でかける

のが理想。テーブルなど平らな場所に

置き、まず、下から上にブラシをかけ

てほこりや汚れをかき出し、次に上か

ら下にかけて繊維を整えます。女性の

スカートやワンピースも着るたびにブ

ラシをかけるとなめらかな風合いが出

ますから、ぜひ試してください。

着用した洋服は大量の汗や湿気も含

みます。カビの原因になりますから、

帰宅後は必ずハンガーにかけて1日陰

干しを。サイズの合わないハンガーは

型崩れの原因になりますので、肩幅に

合ったものを用意すること。湿気を吸

う木製がおすすめです。パンツも陰干

しします。ピンチ付きのパンツハンガ

ーに裾を上にして吊るすのがポイント。

パンツの重みでセンターの折り目のラ

インが長持ちします。

また、衣類にはにおいもつきますが、

自分では気づきにくいもの。防臭ケア

も大事です。衣類のにおいのもとは繊

維に付着した粒状の成分。スチームア

イロンを使えば、この粒を吹き飛ばし

たり、水分に吸着させて蒸気と一緒に

放出できます。スチームアイロンの蒸

気を衣類の内側から当て、次に外側か

ら当てましょう。1〜2週間に1回、週

末のお手入れだけで十分です。

毎日の習慣としてもう1つ続けたい

のが、革靴のお手入れ。お手入れとい

っても、玄関先でシューキーパーを靴

に入れ、靴ブラシをさっと全体にかけ

るだけ。靴クリームをぬるのは2週間

に1回が目安。ぬり過ぎはひび割れの

もとなので気をつけましょう。

今お話ししたことをすべてやっても、

慣れれば10分ほど。続けることで洋

服も靴も状態が違ってきます。季節の

変わり目にたくさんの服をクリーニン

グに出す方もいますが、毎日のお手入

れがよければ、必ずしもその必要はな

く、衣替えの負担も軽くなります。何

より、同じ服でも状態の違いで周囲か

らの見え方が変わってきます。ぜひ、

習慣にして、人の上に立つにふさわし

い風格を身につけてください。
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ブラシは馬毛や豚毛など
静電気の起きにくい天然
獣毛のものがよい。最近
は繊細な生地の洋服が多
いので、新調するなら、
ソフトな馬毛がおすすめ。

細いハンガーは服が型
崩れしやすい。厚み4
センチ、横幅は「肩幅
マイナス2センチ」く
らいのものが理想。

シューキーパーはサ
イズの合ったものを。
湿気を吸わないプラ
スチック製よりも木
製がおすすめだ。


